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＜連絡事項＞
・特記事項無し
＜東病棟入院・入室状況＞
【ユニット移動】

・安達　貴浩様：東Aユニット14号室→東Bユニット2号室

・寺地　徳和様：東Bユニット2号室→東Bユニット3号室

・土川　貴広様：東Aユニット10号室→東Aユニット14号室

【転出】
・角　穂並様～東Bユニット1号室→西Bユニット27号室
【入院】

・佐々木　章洋様：東Aユニット10号室

＜患者様連絡情報＞
・岡村　トミ様～食事は朝1/4、昼は摂取せず。指示の点滴実施している。腹痛や下痢の訴えが続いており、船場Dr.指示にて、腹部～骨盤レベルCTを実施。明らかな病変は見られず、10/15の採血検査の結果を参考に何らかの腸炎を想定し、フラジール、ビオスリーを７日分処方。酸化マグネシウムは中止の指示あり、除剤している。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察を実施。創部からの出血は無し。衣服を便器に入れてしまう事があり介入している。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。8時～20時の拘束一時解除実施中。自室で書き物をしたり私物を弄って過ごしている。対面時は穏やかで危険行動、不機嫌さの表出無し。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・藪　真弓様～体幹・四肢拘束中。拘束部位の循環障害はなし。希死的言動聞かれず。行動化なし。排尿時は都度教えてくれる。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・佐々木　章洋様～他の患者との人間関係を著しく損なう恐れがある等、その言動が症状の経過や予後に悪く影響する可能性があり、入院時より終日隔離開始となっている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・島　龍太郎様～自室では臥床し、本を読んだり寝て過ごしている。作業療法には拒否無く参加している。希死的言動や行動可なし。
・浪打　忠一様～血圧高値(158～170/75～77ｍｍHg)で経過。呼吸状態良好であり、酸素飽和度の低下も無い。傾眠状態であるが、介入時には抵抗見られる。
・寺地　徳和様～各食全量摂取され拒薬も無い。14:00検温時38.3℃の発熱見られたがクーリング施行によりその後16:00には36.7℃まで解熱している。活気無い様子であるが、腹部症状や不調の訴えは無い。
・ラスムセン エイコ様～食事後すぐに何も食べてないと訴えてくる事があり、対応している。帰宅要求の訴えはない。
＜金Dr診察情報＞
・藪　真弓様～数日間は大きな問題行動も起きていないため、明日より午前・午後それぞれ1時間のみ時間開放をおこなっていく事とする。
・飯岡　未来様～臨時薬、同内容にて７日分継続処方。
・東野　愛様～退院に向けて家族面会を設定するよう指示あり。退院後は訪問看護の導入を検討していく。臨時薬、同内容にて７日分継続処方。

・中村　聡様～アパートの退去に向けて、荷物整理や室内清掃の目的での外出を許可。PSWと相談し実施するよう指示あり。臨時薬、同内容にて７日分継続処方。

＜新入院患者様情報＞
　　　日時：R2.10.19(17:08)
　氏名：佐々木　章洋（ささき　あきひろ）様

　生年月日：S 55年11月6日（39歳）

　　合併症：双極性感情障害

　性別：男性

　　診察医：垂水Dr.

　主治医：金Dr.

サポート医：未定

　入院形態：医療保護入院

　入院病棟：東病棟Aユニット 10号室
（経過）

　ささクリニックへ通院加療を行っていたが、R2.6月頃より通院自己中断。同クリニックでの診断としては、「双極性感情障害疑い」「発達障害疑い」の診断にて治療を行っている。現在、母親と本人との2人暮らし。母親は透析を行っており、身体障害者手帳1級を所持。また、脳梗塞により歩行が困難な状態。父親は最近自殺により死去。自室に閉じこもり、カードで買い物をしたり、親に「お前らのせいでこうなった！！」と興奮・易怒的となり口調荒げて長時間責め立てる事があった。母親を夜中に叩き起こし、暴言を吐き続ける事や自宅内にある竹刀やナイフをちらつかせる様子も見られている状態。上記より、叔父が八戸市役所に来庁され相談。R2.10.10母親への暴力、本日叔父と取っ組み合いのけんかとなり、警察官が介入。母親と叔父、警察官の同伴にて当院を受診し、診察にて東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

